
広広
報報

広広
報報

666№№
626255

（
平
成
28年

）
2
0
1
6

松
崎
町
は
「
日
本
で
最
も

美
し
い
村
」
連
合
に
加
盟

し
て
い
ま
す
。

松
崎
町
は
「
日
本
で
最
も

美
し
い
村
」
連
合
に
加
盟

し
て
い
ま
す
。

石石
部
赤
根
田
村
百
笑
の
里「
田
植
祭

石
部
赤
根
田
村
百
笑
の
里「
田
植
祭
」」（
５
/

（
５
/
1414・・
1515
））

石石
部
赤
根
田
村
百
笑
の
里「
田
植
祭

石
部
赤
根
田
村
百
笑
の
里「
田
植
祭
」」（
５
/

（
５
/
14・
15

14・
15
））

石石
部
「
棚棚
田
」
に
て
、
２
日
間
で

石
部
「
棚
田
」
に
て
、
２
日
間
で
約約
5550
人
の
棚
田
オ
ー
ナ
ー
や
ト
ラ
ス

50
人
の
棚
田
オ
ー
ナ
ー
や
ト
ラ
ス
トト

会会
員
、
地
元元
の
方
々
が
参
加
し
て
田
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た

会
員
、
地
元
の
方
々
が
参
加
し
て
田
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。。

棚
田
オ
ー
ナ
ー
は
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
が
多
く
、
お
米
が
届
く
の
を
楽
し

棚
田
オ
ー
ナ
ー
は
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
が
多
く
、
お
米
が
届
く
の
を
楽
し
みみ

にに
し
て
く
れ
て
い
ま
す

に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。。

石石
部
「
棚
田
」
に
て
、
２
日
間
で

石
部
「
棚
田
」
に
て
、
２
日
間
で
約約
5550
人
の
棚
田
オ
ー
ナ
ー
や
ト
ラ
ス

50
人
の
棚
田
オ
ー
ナ
ー
や
ト
ラ
ス
トト

会
員
、
地
元
の
方
々
が
参
加
し
て
田
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た

会
員
、
地
元
の
方
々
が
参
加
し
て
田
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。。

棚
田
オ
ーー
ナ
ー
は
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
が
多
く
、
お
米
が
届
く
の
を
楽
し

棚
田
オ
ー
ナ
ー
は
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
が
多
く
、
お
米
が
届
く
の
を
楽
し
みみ

に
し
て
く
れれ
て
い
ま
す

に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。。



2

昨年度は長野県木曽町で開催

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

昨年度のフェスティバルの様子

物

産

展

開

催

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６

ま
つ
ざ
き
開
催
！

ｉｎ

本
年

月
６
日
（
木
）
～
８
日

１０

（
土
）
に
当
町
で
、「
日
本
で
最
も

美
し
い
村
」
連
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
新
規

加
盟
町
村
の
承
認
セ
レ
モ
ニ
ー
や

現
地
視
察
、
全
体
交
流
会
、
学
習

会
が
行
わ
れ
、
静
岡
県
知
事
の
基

調
講
演
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

期
間
中
は
、
加
盟
町
村
の
首
長

や
職
員
、
加
盟
企
業
等
多
く
の
関

係
者
が
訪
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
町
で
は
、
町
の
魅
力
を
全
国

に
発
信
す
る
絶
好
の
機
会
と
し
て

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
４
０

０
人
余
り
の
参
加
者
が
見
込
ま
れ
、

会
場
の
設
営
や
片
付
け
、
現
地
案

内
等
で
多
く
の
人
の
協
力
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

全
国
か
ら
訪
れ
る
皆
様
を
、
心

を
込
め
て
お
迎
え
す
る
た
め
に
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
通

じ
て
、
多
く
の
皆
様
と
交
流
し
て

い
た
だ
き
、
松
崎
の
魅
力
を
発
信

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

募
集
内
容
は
下
記
の
と
お
り
と

な
り
ま
す
が
、
こ
れ
以
外
で
も
ご

協
力
い
た
だ
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、
登
録
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
に
は
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開

催
ま
で
に
説
明
会
を
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

と
ま
ち
づ
く
り
や
ろ
う
じ
ゃ
協
議

会
の
共
催
で
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
６
月
１８

日
（
土
）・

日
（
日
）
の
両
日
、

１９

環
境
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル
で「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
」
松
崎
物
産

展
を
開
催
し
ま
す
。

物
産
展
は
、
多
く
の
皆
様
に
連

合
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
加
盟
町
村
の
特
産

品
を
販
売
す
る
も
の
で
す
。

各
地
の
郷
土
料
理
か
ら
町
お
こ

し
の
た
め
に
開
発
し
た
新
商
品
ま

で
、
お
勧
め
の
逸
品
を
取
り
そ
ろ

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

【
時
間
】

午
前

時
～
午
後
３
時

１０

※
商
品
販
売
は
、
無
く
な
り
次
第

終
了
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
要
項

【
期
間
】

月
５
日
（
水
）
～
８
日
（
土
）

１０
【
内
容
】

会
場
設
営
・
片
付
け
（
環
境
セ

ン
タ
ー
、松
崎
高
校
体
育
館
等
）・

受
付
・
案
内
・
駐
車
場
誘
導
・

交
流
会
で
の
料
理
の
提
供
・
現

地
視
察
で
の
ガ
イ
ド
等

※
現
地
視
察
の
ガ
イ
ド
に
つ
い

て
は
、研
修
会
を
行
い
ま
す
。

【
募
集
期
間
】

６
月
末
日
ま
で

【
申
し
込
み
先
】

企
画
観
光
課
（
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
実
行
委
員
会
事
務
局
）

１０/６～８

松
崎
町
が
加
盟
す
る
「
日
本
で

最
も
美
し
い
村
」
連
合
を
ご
存
じ

で
す
か
。

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

は
、
素
晴
ら
し
い
地
域
資
源
を
持

ち
な
が
ら
過
疎
に
あ
る
美
し
い
町

や
村
が
、
自
ら
の
地
域
に
誇
り
を

持
ち
、
将
来
に
わ
た
っ
て
美
し
い

地
域
づ
く
り
を
行
う
こ
と
や
、
住

民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
展

開
す
る
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
を

図
ろ
う
と
平
成

年

月
に
設
立

１７

１０

さ
れ
た
団
体
で
す
。

現
在
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は

沖
縄
ま
で
、
全
国

町
村
・
地
域

６０

が
加
盟
し
て
お
り
、
企
業
等
と
連

携
を
図
る
と
と
も
に
、
住
民
、
地

域
・
団
体
、
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
、「
最
も
美
し
い
村
」
づ
く
り
の

運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

当
町
は
、
平
成

年
に
「
石
部

２５

の
棚
田
」
、「
な
ま
こ
壁
の
建
造
物
」、

「
塩
漬
け
の
桜
葉
」
の
３
つ
の
登

録
資
源
で
、
県
内
で
初
め
て
の
加

盟
団
体
と
し
て
承
認
さ
れ
、
平
成

年
に
は
、
川
根
本
町
が
加
盟
団

２７体
と
な
り
ま
し
た
。
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今
後
、
町
独
自
の
景
観
形
成
施

策
の
展
開
の
た
め
、
松
崎
町
景
観

計
画
の
策
定
お
よ
び
松
崎
町
ま
ち

づ
く
り
条
例
（
景
観
条
例
）
の
制

定
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
景
観

意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
景
観

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
や
景
観

教
育
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
景

観
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
組
織
づ
く
り

等
の
体
制
整
備
に
努
め
ま
す
。

景
観
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
住

民
で
す
。
町
の
景
観
に
誇
り
を
持

ち
、
自
分
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で

よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
く
と
い

う
意
識
で
、
景
観
形
成
の
施
策
や

事
業
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

基

本

方

針

映
画
・
テ
レ
ビ
の
ロ
ケ
地
の
舞
台

と
な
っ
た
景
観
資
源
等
、
町
内
に

数
多
く
残
さ
れ
た
歴
史
的
、
文
化

的
資
源
を
活
か
し
た
景
観
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◎
来
訪
者
を
も
て
な
し
住
み
よ
い

ま
ち
の
景
観
を
育
て
る

観
光
拠
点
周
辺
で
は
、
な
ま
こ

壁
や
花
緑
、
歴
史
文
化
等
と
調
和

す
る
よ
う
景
観
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
多
彩
な
地
域
資
源
の
発

掘
と
活
用
等
に
よ
り
、
住
民
の
郷

土
愛
の
醸
成
を
図
り
つ
つ
、
来
訪

者
を
も
て
な
す
景
観
づ
く
り
と
住

民
が
暮
ら
し
や
す
い
景
観
づ
く
り

を
両
立
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

◎
文
化
度
の
高
い
住
民
性
を
景
観

づ
く
り
に
活
か
す

町
の
景
観
は
、
こ
れ
ま
で
、
文

化
度
の
高
い
住
民
の
多
様
な
取
り

組
み
や
活
動
に
よ
っ
て
守
り
育
て

ら
れ
伝
え
ら
れ
、
現
在
に
お
い
て

も
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。今
後
は
、

住
民
、
事
業
者
等
の
景
観
に
関
す

る
意
識
の
向
上
を
図
り
つ
つ
、
活

動
団
体
の
育
成
に
つ
な
げ
、
身
近

な
と
こ
ろ
か
ら
、
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

先人から守り継がれた石部棚田

花の会による街角花飾り

今
後
の
取
り
組
み

住民・事業者・行政の役割

花とロマンが広がる癒しの景観
松崎町景観形成ガイドラインを策定しました

◎
花
と
緑
が
豊
か
な
ま
ち
を
守
り

育
て
る

「
花
と
ロ
マ
ン
の
里
」
の
精
神
を

継
承
し
、
住
民
と
行
政
の
共
同
の

取
り
組
み
に
よ
り
、
花
と
緑
の
景

観
を
さ
ら
に
広
げ
る
と
と
も
に
、

良
好
な
自
然
景
観
の
保
全
継
承
を

図
り
ま
す
。

◎
な
ま
こ
壁
等
の
歴
史
と
文
化
を

活
か
し
た
景
観
を
守
り
育
て
る

な
ま
こ
壁
や
寺
社
仏
閣
等
の
歴

史
的
建
造
物
、
伊
豆
の
長
八
美
術

館
や
重
要
文
化
財
岩
科
学
校
等
の

文
化
施
設
、
あ
る
い
は
石
部
棚
田

や
山
口
等
の
農
村
景
観
、
さ
ら
に

町
は
、
昭
和

年
か
ら
「
花
と
ロ
マ
ン
の
里
」
を
シ
ン
ボ
ル
テ
ー
マ
に
、

５３

豊
か
な
自
然
や
歴
史
、
文
化
等
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
平
成

年
に
は
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

２５

へ
加
盟
し
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
住
民
、
地
域
・
団
体
、
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
さ
ら
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
い
ま
す
。

一
方
で
、
耕
作
放
棄
地
や
空
き
家
、
自
然
環
境
と
調
和
し
な
い
建
物
や

屋
外
広
告
物
の
増
加
等
、
良
好
な
景
観
形
成
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
た
め
、
美
し
い
景
観
を
保
全
・
維
持
す
る
と
と
も
に
、
好
ま
し
く

な
い
景
観
に
お
い
て
は
改
善
や
向
上
を
図
り
、
良
好
な
景
観
を
創
出
し
て

い
く
た
め
に
、
町
の
景
観
形
成
の
指
南
書
と
な
る
「
松
崎
町
景
観
形
成
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
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児童・生徒・保護者・地域の方の意見か児童・生徒・保護者・地域の方の意見からら

あいさつについて

・大きな声で元気よくする （小学生）

・気持ちが伝わるあいさつをする （小学生）

・会った人には誰にでもあいさつする （小学生）

・相手が返したくなるあいさつをする （中学生）

・お互いが気持ち良いあいさつをする （中学生）

・他地域の人が松崎町民のあいさつに感動してくれていた （保護者）

・あいさつによって会話の機会が増えた （６０代男性）

・学生の大きな声でのあいさつは清々しい （６０代男性）

返事について

・大きな声で返事をする （小学生）

・「はい」と返事をする （小学生）

・みんなが聞きたくなる返事をする （小学生）

・相手に伝わるように返事をする （中学生）

・理解した上で返事をする （中学生）

・返事をしてから行動する （中学生）

・返事は大きな声で１回と教えている （保護者）

・返事がない時は返事があるまで声掛けしている（保護者）

後しまつについて

・ごみが落ちていたら拾う （小学生） ・机の中の整理や脱いだ靴を揃える （小学生）

・出したらすぐ片づける （小学生） ・次の時に使いやすいように片づける （中学生）

・他の人が不快に思わないように整理する （中学生） ・自分から進んで片づける （中学生）

・親が手を出さず自分でやる習慣をつけさせている （保護者） ・一つ出したら一つしまうよう言っている （保護者）

明るくあいさつ はっきり返事 しっかり後しまつ

～大人も子どももみんなで取り組む～

二十一世紀松崎町三つの実践運動

す
る
こ
と
で
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
つ
な
が
り
が
確
実
に
広
が
っ
て

い
る
こ
と
や
、
三
つ
の
実
践
運
動

が
各
世
代
に
浸
透
し
て
い
る
と
と

も
に
、
あ
い
さ
つ
を
は
じ
め
、
住

民
同
士
が
声
を
か
け
あ
う
こ
と
が
、

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

三
つ
の
実
践
運
動
は
、
家
庭
・

学
校
で
繰
り
返
し
声
を
か
け
て
い

く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
普

段
か
ら
地
域
ぐ
る
み
で
あ
い
さ
つ

や
声
掛
け
を
行
う
こ
と
が
大
切
で

す
。
地
域
の
皆
様
か
ら
あ
い
さ
つ

や
温
か
い
言
葉
を
受
け
た
子
ど
も

達
は
、
安
心
感
を
抱
き
、
自
尊
感

情
や
自
己
肯
定
感
が
高
ま
る
等
、

健
全
育
成
へ
の
効
果
も
期
待
さ
れ

ま
す
。

こ
の
運
動
を
実
践
に
つ
な
げ
る

た
め
に
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。
特
に
、

地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

登
下
校
中
の
児
童
・
生
徒
へ
の
声

掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
も
三
つ
の
実
践
運
動
を
推

進
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
「
心
地
よ

い
あ
い
さ
つ
が
溢
れ
る
町
」
を
目

指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

町
で
は
、
青
少
年
健
全
育
成
活

動
の
一
環
と
し
て
「
あ
い
さ
つ
・

返
事
・
後
し
ま
つ
」
を
合
い
言
葉

に
、「
二
十
一
世
紀
松
崎
町
三
つ
の

実
践
運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、「
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
連
携
し
、
子
ど
も
を
育
て

る
た
め
、
大
人
か
ら
実
践
す
る
こ

と
」、「
大
人
も
子
ど
も
も
互
い
に

関
わ
り
合
い
を
深
め
る
こ
と
」
と

い
う
２
つ
の
視
点
か
ら
提
案
さ
れ

た
も
の
で
す
。

三
つ
の
実
践
運
動
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、小
・
中
学
生
は「
笑

顔
で
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
す
る
」、

「
大
き
な
声
で
相
手
に
伝
わ
る
返

事
を
す
る
」、「
使
っ
た
物
は
す
ぐ

に
戻
す
」
等
に
つ
い
て
意
識
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
の
回
答
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。

保
護
者
の
方
や
地
域
住
民
の
方

か
ら
は
、「
大
人
が
手
本
と
な
る
よ

う
自
ら
率
先
し
て
実
践
し
て
い
る
」、

「
子
ど
も
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
る
」
と
の
回
答
を
多
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。

特
に
、
あ
い
さ
つ
に
つ
い
て
は
、

「
あ
い
さ
つ
を
き
っ
か
け
に
さ
ま

ざ
ま
な
人
と
会
話
を
交
わ
す
機
会

が
増
え
た
」、「
あ
い
さ
つ
を
交
わ

す
こ
と
で
明
る
い
気
持
ち
に
な
る
」

と
の
回
答
も
多
く
、
あ
い
さ
つ
を
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平
成

年
４
月
に
松
崎
高
校
に

２８

赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
寺
島
明

彦
で
す
。
こ
の
３
月
ま
で
は
牧
之

原
市
に
あ
る
榛
原
高
校
で
副
校
長

と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
出

身
は
静
岡
市
で
す
。
静
岡
市
も
牧

之
原
市
も
松
崎
や
西
伊
豆
と
は
駿

河
湾
を
は
さ
ん
で
隣
り
合
わ
せ
で
、

天
気
の
良
い
日
に
は
、
本
当
に
近

く
に
見
え
ま
す
。
実
際
、
駿
河
湾

フ
ェ
リ
ー
（
県
道
２
２
３
号
）
を

利
用
す
る
と
静
岡
市
の
自
宅
か
ら

松
崎
高
校
ま
で
は
２
時
間
ほ
ど
の

時
間
で
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

松
崎
高
校
は
、

年
以
上
の
歴

９０

史
が
あ
る
地
元
の
伝
統
校
で
す
。

そ
の
中
で
、平
成

年
か
ら
始
ま
っ

２０

た
「
西
豆
の
子
は
西
豆
で
育
て
る
」

と
い
う
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
や

東
部
特
別
支
援
学
校
伊
豆
松
崎
分

校
の
併
設
と
い
う
「
共
生
・
共
育
」

が
縦
・
横
の
糸
と
な
り
、
優
し
く

温
か
な
校
風
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
年
の

人
の
新
入
生
や
私

９９

た
ち
新
任
者
を
校
内
の
「
塑
像
の

群
」
や
壁
画
の
レ
リ
ー
フ
と
と
も

に
、
松
高
は
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

西
豆
の
皆
様
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

松
崎
高
校

（
４
２
）
０
１
３
１

※
次
回
（
７
月
号
を
予
定
）
は
、

部
活
動
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

農
業
経
営
の
規
模
拡
大
、
農
地

等
の
集
団
化
、
遊
休
農
地
の
発
生

防
止
・
解
消
、
農
業
の
新
規
参
入

の
促
進
を
す
る
た
め
に
、
農
家
を

農
業
委
員
会
で
は
、
地
域
に
お

け
る
優
良
農
地
の
確
保
を
目
的
と

し
て
、
農
地
の
売
買
や
賃
借
等
の

権
利
移
転
申
請
、
農
地
を
宅
地
等

の
他
の
目
的
に
変
更
す
る
転
用
申

請
等
に
つ
い
て
、
農
地
法
等
の
法

律
に
基
づ
い
て
判
断
し
て
い
ま
す
。

農
地
法
の
手
続
き
が
必
要
と
な

る
場
合
は
、
農
業
委
員
ま
た
は
産

業
建
設
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

農
地
等
の
利
用
の

最
適
化
の
推
進
と
は

農
業
委
員
会
の
役
割
と

農
地
法
の
手
続
き

特進クラスの進路実績
大学

(国公立大学)京都大学東北大学静岡大学新潟大学茨城

大学島根大学 鳥取大学 浜松医科大学首都大学東京都

留文科大学 静岡県立大学静岡文化芸術大学秋田県立大

学山口県立大学 等

(私立大学)中央大学 法政大学 立命館大学 東京理科大学

大東文化大学専修大学 東洋大学 日本大学 東海大学 國

学院大学 順天堂大学 獨協大学 東京女子体育大学実践女

子大学 東京電機大学藤田保健衛生大学二松学舎大学常

葉大学 等

短期大学

静岡県立大学短期大学東海大学短期大学 常葉大学短期

大学東京女子体育短期大学 等

専修学校・専門学校

国立看護大学校 国立清水海上技術短期大学校静岡医療

センター付属静岡看護学校 等

就職（公務員を含む）

日本郵便 伊豆太陽農業協同組合 東京電力 ＪＲ東海 山崎

製パン 日野自動車 横浜ゴム 静岡県職員 西伊豆広域消防

本部 下田地区消防組合 西伊豆町役場 松崎町役場 刑務

官自衛隊静岡県交通安全指導員 等

（過去６年間のもの）

○ 農業委員

担当地区氏 名

松崎・道部岡 村 光 宏

江奈・櫻田清水 春男

伏倉・宮内渡 辺 卓

池代・小杉原・明伏・大澤山本 榮万

峰輪・船田・門野・吉田廣瀬 国光

南郷・建久寺・那賀土屋かず枝

山口・指川・松尾・野田・金沢鈴木 茂孝

中村・峰・八木山齋藤 朋和

岩地・石部・雲見入江 静夫

旧松崎町地区補佐鈴木 公康

旧中川村地区補佐吉長 武志

旧岩科村地区補佐藤 井 要

任期：平成２８年４月１日～平成31年３月３１日

○ 農地利用最適化推進委員

担当地区氏 名

松崎地区平野 昭文

中川地区鈴木 哲哉

岩科地区田口 武常

三浦地区土屋 嘉克

任期：平成２８年４月１９日～平成31年３月３１日

松
崎
高
校
広
報
～
西
豆
と
共
に
～

（
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
）

校
長
あ
い
さ
つ

校
長

寺
島

明
彦

農
業
委
員
会
の
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

訪
問
し
た
り
、
担
い
手
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
の
た
め
の
話
し
合
い
等
の

活
動
を
行
う
こ
と
で
す
。

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
選

挙
制
か
ら
町
議
会
の
同
意
を
要
件

と
す
る
任
命
制
に
変
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
委
員
会
の
組
織
体

制
や
役
割
等
が
見
直
さ
れ
、
農
地

等
の
利
用
の
最
適
化
を
推
進
す
る

た
め
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
を
農
業
委
員
会
の
委
嘱
に
よ
り
、

設
置
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
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テントを寄贈するネッツトヨタ静岡(株)松崎店中村店長

ら
れ
た
地
面
が
、広
い
範
囲
で
徐
々

に
動
き
出
す
現
象
で
す
。

【
主
な
前
兆
現
象
】

・
地
面
に
ひ
び
割
れ
や
陥
没
が
で

き
る
。

・
が
け
か
ら
水
が
噴
き
出
す
。

・
地
鳴
り
、
山
鳴
り
が
す
る
。

大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
発
生
の

危
険
度
が
高
ま
っ
た
と
き
、
町
長

が
避
難
勧
告
等
を
発
令
す
る
際
の

判
断
や
住
民
の
自
主
避
難
の
参
考

と
な
る
よ
う
県
と
静
岡
地
方
気
象

台
が
共
同
で
発
表
す
る
情
報
で
す
。

町
内
で
は
年
に
一
度
あ
る
か
な

い
か
の
情
報
で
、
夜
中
で
も
同
報

無
線
で
自
動
放
送
さ
れ
ま
す
の
で
、

こ
の
情
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き
は
、

町
か
ら
の
避
難
勧
告
等
の
呼
び
か

け
に
従
う
、
あ
る
い
は
自
主
避
難

を
す
る
等
の
「
早
め
の
避
難
」
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

土
砂
災
害
の
多
く
は
木
造
の
１

階
で
被
災
し
て
い
ま
す
。
避
難
場

所
へ
の
避
難
が
困
難
な
と
き
は
、

次
善
の
策
と
し
て
、
屋
内
の
２
階

以
上
（
斜
面
と
反
対
側
の
部
屋
）

に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

冊Ｃ松崎町
松崎町マスコットキャラクター

「まっちー」

土
砂
災
害
警
戒
情
報

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

土
砂
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

防
災
資
機
材
の
寄
贈

災
害
協
定
の
締
結

土
砂
災
害
は
、
大
雨
や
地
震
等

が
引
き
金
と
な
っ
て
発
生
し
ま
す
。

土
砂
災
害
が
発
生
す
る
と
、
一
瞬

に
し
て
尊
い
命
や
財
産
が
奪
わ
れ
、

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
、
日
頃
か
ら
防
災
知
識
を
高
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
土
砂
災
害
の
種
類
と
前
兆
現
象

土
砂
災
害
に
は
、「
土
石
流
」、

「
が
け
崩
れ
」
、
「
地
す
べ
り
」
の

３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
が
発
生
す
る
前
に
は
、

下
記
の
前
兆
現
象
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
前
兆
現
象
に
気
付
い

た
ら
、
周
囲
の
人
に
も
知
ら
せ
、

い
ち
早
く
安
全
な
場
所
に
避
難
す

る
こ
と
が
大
事
で
す
。

●
土
石
流
の
特
徴
・
前
兆
現
象

土
石
流
は
、
山
や
谷
（
渓
流
）

の
土
、
石
、
木
等
が
、
大
雨
や
長

雨
に
よ
る
水
と
一
緒
に
な
っ
て
、

す
ご
い
勢
い
（
お
よ
そ
時
速

～
４０

㌔
）
で
流
れ
て
く
る
現
象
で
す
。

５０【
主
な
前
兆
現
象
】

・
山
鳴
り
が
す
る
。

・
急
に
川
の
水
が
濁
り
、
流
木
が

混
ざ
り
始
め
る
。

・
降
雨
が
続
く
の
に
川
の
水
位
が

下
が
る
。

●
が
け
崩
れ
の
特
徴
・
前
兆
現
象

が
け
崩
れ
は
、
急
傾
斜
地
に
お

い
て
、
大
雨
や
長
雨
等
に
よ
り
雨

水
が
地
面
に
染
み
込
み
、緩
ん
だ「
が

け
」
が
突
然
崩
れ
落
ち
る
現
象
で

す
。
ま
た
、
地
震
が
原
因
で
発
生

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
主
な
前
兆
現
象
】

・
が
け
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
。

・
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
と
落
ち
て
く
る
。

●
地
す
べ
り
の
特
徴
・
前
兆
現
象

地
す
べ
り
は
、
大
雨
や
長
雨
等

に
よ
り
雨
水
が
地
面
に
染
み
込
み
、

地
下
水
の
力
に
よ
っ
て
持
ち
上
げ

ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
静
岡
㈱
松
崎
店

５
月

日
、
町
は
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ

１３

タ
静
岡
㈱
松
崎
店
か
ら
簡
易
型
避

難
用
テ
ン
ト
（
２
人
用
）

張
り

１６

の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。
同
社
が

地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
町
で
は
５
年
前

か
ら
毎
年
防
災
用
品
の
寄
贈
を
受

け
て
い
ま
す
。
今
回
の
避
難
用
テ

ン
ト
は
避
難
所
内
に
設
置
す
る
も

の
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
確
保
さ

れ
、
避
難
時
の
ス
ト
レ
ス
の
軽
減

に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
台
風
時

等
の
避
難
所
で
使
用
し
て
い
き
ま

す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
松
崎

５
月

日
、
町
は
社
会
福
祉
法

１６

人
秀
生
会
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
松
崎
と
、
災
害
時
に
お
け
る
福

祉
避
難
所
へ
の
介
護
職
員
派
遣
に

関
す
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

災
害
時
に
町
が
設
置
す
る
福
祉

避
難
所
で
、
避
難
し
た
要
配
慮
者

の
方
等
へ
、
日
常
生
活
上
の
支
援

を
し
て
い
た
だ
く
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

【
町
指
定
福
祉
避
難
所
】

・
松
崎
幼
稚
園
中
川
園

・
松
崎
幼
稚
園
岩
科
園
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町
で
は
、
現
在
活
動
し
て
い
る

４
人
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
加

え
、
平
成

年
度
か
ら
新
た
に
１

２８

人
の
隊
員
を
任
命
し
ま
し
た
。
町

内
で
隊
員
を
見
か
け
た
際
に
は
、

お
気
軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

伊
藤
麻
衣
隊
員
（

歳
）

３１

今
年
度
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
な
り
ま
し
た
、
伊
藤
麻
衣
で
す
。

私
は
東
京
の
下
町
生
ま
れ
、
下
町

育
ち
。
松
崎
を
初
め
て
訪
れ
た
と

き
に
人
の
温
か
さ
に
惹
か
れ
、
こ

こ
に
住
む
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

そ
ん
な
一
目
惚
れ
と
も
言
え
る
大

好
き
な
松
崎
で
、
地
域
の
方
と
一

緒
に
、
松
崎
の
魅
力
を
も
っ
と
引

き
出
せ
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】（
企
画
観
光
課
内
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊

（
４
２
）
３
９
６
４

栄
え
あ
る
叙
勲

鈴
木

源
一
郎
さ
ん
（
松
尾
）

平
成

年
春
の
叙
勲
に
、
元
町

２８

議
会
議
員
の
鈴
木
源
一
郎
さ
ん
が

地
方
自
治
功
労
で
、
旭
日
双
光
章

を
受
章
し
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
は
、
昭
和

年
４
月

４３

に
町
議
会
議
員
に
当
選
し
て
以
来
、

平
成

年
４
月
ま
で
の

年
に
わ

２７

３９

た
り
、
町
政
の
発
展
や
住
民
福
祉

の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

今
回
の
叙
勲
の
受
章
と
な
り
ま
し

た
。５

月
中
旬
に
町
長
が
鈴
木
さ
ん

の
自
宅
を
訪
問
し
、
勲
章
と
賞
状

を
伝
達
し
ま
し
た
。

旭
日
双
光
章
（
地
方
自
治
功
労
）

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

馬
瀬
地
域
で
は
、
地
域
づ
く
り

の
理
念
と
し
て
、
馬
瀬
川
エ
コ
リ

バ
ー
シ
ス
テ
ム
の
保
全
、
馬
瀬
地

方
自
然
公
園
住
民
憲
章
の
尊
重

（
山
村
景
観
、
清
流
、
自
然
生
態

系
、
観
光
、
農
地
保
全
、
美
味
・

美
食
、
癒
し
、
山
里
文
化
の
８
つ

の
資
源
を
全
て
の
住
民
が
関
わ
っ

て
磨
き
上
げ
、
今
後
の
地
域
づ
く

り
に
活
か
す
）
、
馬
瀬
地
方
自
然
公

園
に
よ
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
を
掲
げ
、
景
観
整
備
、
特
産
品

開
発
・
ブ
ラ
ン
ド
化
、
馬
瀬
里
山

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
味
の
景
勝
地
づ

く
り
（
美
味
し
い
村
づ
く
り
・
美

し
い
村
づ
く
り
）
を
行
っ
て
い
ま

地
域
お
こ
し
協
力
隊

新
た
に
隊
員
を
委
嘱

馬瀬地域での研修

地
域
づ
く
り
の
理
念

ト
ー
タ
ル
林
業
の
展
開

翌
日
は
、
人
口
１
０
１
０
人
の

長
野
県
根
羽
村
で「
根
羽
村
の
ト
ー

タ
ル
林
業
（
山
づ
く
り
か
ら
家
づ

く
り
ま
で
）」
に
つ
い
て
視
察
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

根
羽
村
で
は
、
元
気
づ
く
り
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
人
が
住
み
続
け

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
、
村
民
所
得

の
向
上
、
住
み
た
い
と
い
う
郷
土

愛
の
持
て
る
村
を
掲
げ
、
地
域
の

資
源
を
利
活
用
し
な
が
ら
雇
用
の

拡
大
と
産
業
の
創
出
を
図
る
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
村
面
積
の

％
を
占
め

９１

る
森
林
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
森

林
組
合
や
工
務
店
等
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
、
生
産
か
ら
販
売
ま

で
を
一
貫
し
て
行
う
「
ト
ー
タ
ル

林
業
」
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

山
の
放
置
残
材
を
買
い
取
り
、
代

金
は
村
内
で
使
え
る
地
域
通
貨
券

を
発
行
し
、
地
域
経
済
の
循
環
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
残
材

は
薪
ボ
イ
ラ
ー
に
使
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

今
回
の
視
察
研
修
を
通
じ
て
、

地
域
産
品
を
活
用
し
た
松
崎
ブ
ラ

ン
ド
の
創
出
や
地
域
資
源
の
価
値

向
上
に
よ
り
、
雇
用
の
拡
大
を
図

る
と
と
も
に
、
美
し
い
村
に
よ
る

都
市
と
の
交
流
事
業
の
必
要
性
を

再
認
識
し
ま
し
た
。

【
第
５
グ
ル
ー
プ
記
】

賞状等を受け取る鈴木源一郎さん

賞状等

地
方
創
生
戦
略
策
定
調
査
報
告
⑧
（
全

回
）

１１

（
岐
阜
県
下
呂
市
馬
瀬
地
域
・
長
野
県
根
羽
村
）

地
域
資
源
の
磨
き
上
げ
を

岐
阜
県
下
呂
市
馬
瀬
地
域
は
、

人
口
１
２
６
０
人
。
平
成

年
の

１６

町
村
合
併
を
機
に
旧
馬
瀬
村
で

「
馬
瀬
地
方
自
然
公
園
」
づ
く
り

を
通
じ
て
、
地
域
の
活
性
化
に
取

り
組
み
、
「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
」
連
合
に
は
、
平
成

年
度
に

１９

地
域
と
し
て
加
盟
し
て
い
ま
す
。

す
。特

に
、
味
の
景
勝
地
づ
く
り
で

は
、
美
し
い
村
の
風
景
に
触
れ
な

が
ら
、
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
、

品
質
の
良
い
産
品
が
買
え
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
、
日
本
一
の
鮎

や
米
「
馬
瀬
ひ
か
り
」
の
ブ
ラ
ン

ド
化
と
美
し
い
村
づ
く
り
に
よ
る

ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
い
ま
す
。



地
域
が
主
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り

６
月
に
入
り
、
町
内
各
地
区

で
は
、
５
月
下
旬
か
ら
ホ
タ
ル

が
夜
空
に
舞
う
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

そ
の
中
で
も
雲
見
地
区
に
お

い
て
は
、
雲
見
地
域
お
こ
し
の

会
の
皆
様
に
よ
る
環
境
整
備
や

案
内
、
誘
導
等
の
お
も
て
な
し

に
よ
り
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん

の
皆
様
が
見
学
に
訪
れ
て
い
ま

す
。雲

見
地
域
お
こ
し
の
会
の
皆

様
に
は
、
５
月
８
日
に
開
催

さ
れ
た
高
通
り
山
は
い
き
ん

ぐ
つ
つ
じ
ま
つ
り
に
お
い
て

も
多
く
の
来
場
者
が
安
全
に

登
れ
る
よ
う
に
整
備
を
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
当
日

の
お
も
て
な
し
ま
で
実
施
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝

し
ま
す
。

ま
た
、
５
月
ま
で
開
催
さ

れ
た
田
ん
ぼ
を
つ
か
っ
た
花

畑
で
は
、
や
ろ
う
じ
ゃ
協
議

会
の
皆
様
に
よ
る
案
山
子
の

設
置
が
行
わ
れ
、
催
し
に
花

を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
石
部
の
棚
田
の

田
植
え
祭
や
岩
地
区
の
大
漁
ま

つ
り
に
お
い
て
は
、
地
区
の
皆

様
に
総
出
で
協
力
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
に

つ
い
て
も
、
私
は
地
域
の
活
力

を
非
常
に
感
じ
、
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
頼
も
し
く
感
じ
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
今
月
は
、
花
の
日
と

し
て
町
内
清
掃
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
、

住
む
人
、
訪
れ
る
方
に
と
っ

て
、
町
全
体
を
き
れ
い
な
一

つ
の
公
園
の
よ
う
に
思
っ
て

い
た
だ
く
と
い
う
目
的
を
、

町
民
の
皆
様
、
地
域
の
団
体
、

行
政
が
共
有
し
、
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
、

「
平
成
の
花
と
ロ
マ
ン
の
ふ

る
さ
と
づ
く
り
」
だ
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

町長室からこんにちは ◯７８

５月８日、雲見地区の高通山は、山ツツジと
山頂からの絶景を楽しみに訪れた多くの登山者
でにぎわいました。登山口では、猪汁やところ
てんの無料サービス等が行われました。

４月２４日、重要文化財岩科学校周辺では、町
の七大イベントの１つである「岩科重文まつり」
が開催され、地場産品の販売や松崎幼稚園岩科
園の歌とダンス、県警音楽隊の演奏等でにぎわ
いました。

５月９日、松崎小学校児童会が町長を訪れ、学
校で集めた募金１０２,３７９円を託しました。この募金
は、日本赤十字社を通して熊本へ送られます。

５月１日、那賀の田んぼをつかった花畑には
多くの人が集まり、花摘みや案山子と記念撮影
をしていました。この日は、松崎町健康づくり
食生活推進協議会によるヘルシー弁当の販売等
も行われました。

8

第１４回高通り山はいきんぐつつじまつり 松崎小学校児童会 熊本地震へ募金

MyTownTopics～まちのできごと～

第３１回岩科重文まつり 花摘み＆案山子と記念撮影～花畑にて～
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今
年
は
暖
冬
で
例
年
よ
り
雪
は

少
な
め
で
し
た
が
、
厳
し
い
冬
も

去
り
、
上
高
地
の
大
自
然
が
冬
眠

か
ら
さ
め
、
今
年
も
４
月

日
、

２７

河
童
橋
の
た
も
と
で
ア
ル
プ
ホ
ル

ン
の
美
し
い
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
が

響
き
渡
り
、
上
高
地
開
山
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
３
５
０
０
人
の
観
光

客
が
見
守
る
中
、
山
の
安
全
を
祈

願
、
玉
串
奉
典
、
鏡
開
き
、
獅
子

舞
の
奉
納
が
厳
か
に
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
の
上
高
地
は
、
白
い

可
憐
な
ニ
リ
ン
草
が
咲
き
始
め
、

６
月
に
入
る
と
コ
ナ
シ
の
木
に
淡

く
白
い
花
が
咲
き
、
甘
い
香
り
が

漂
い
、
森
が
一
気
に
に
ぎ
わ
う
季

節
に
な
り
ま
す
。

６
月
に
は
、
日
本
ア
ル
プ
ス
の

名
を
広
め
た
Ｗ
・
ウ
エ
ス
ト
ン
が

徳
本
峠
か
ら
見
え
る
穂
高
岳
の
姿

を
絶
賛
し
た
と
言
わ
れ
る
道
を
安

曇
地
区
の
小
・
中
学
生
が
登
山
し

ま
す
。

「
採
ら
な
い
」「
与
え
な
い
」「
持

ち
込
ま
な
い
」「
捨
て
な
い
」「
踏

み
込
ま
な
い
」
。
お
越
し
の
際
は

マ
ナ
ー
を
守
り
大
自
然
に
触
れ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
、
８
月

日
に

１１

第
１
回「
山
の
日
記
念
全
国
大
会
」

が
「
上
高
地
」
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待

ち
申
し
上
げ
ま
す
。

地

域

交

流

通

信

な
ま
こ
壁
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
は
、「
子
ど
も
た
ち

が
大
き
く
な
っ
た
と
き
に
、
町

を
好
き
で
誇
り
に
思
え
る
場
所

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
思
い

か
ら
、
松
崎
ら
し
い
「
な
ま
こ

壁
」
に
注
目
し
た
そ
う
で
す
。

毎
月
第
二
土
曜
日
に
参
加
者
を

募
集
し
な
が
ら
、
な
ま
こ
壁
の

清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
坊
さ
ん
と
話
を
す
る
会
で

は
、
地
域
の
人
た
ち
と
法
事
以

外
で
気
軽
に
話
が
で
き
る
よ
う

に
と
、
近
隣
の
若
手
住
職
と
連

携
を
図
り
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
企

画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
夢
を
尋
ね
る
と
、「
伊

豆
地
区
に
国
際
大
学
を
つ
く
り

た
い
。
町
内
の
子
ど
も
た
ち
が

近
く
で
進
学
で
き
、
国
内
外
か

ら
若
者
が
集
ま
っ
て
地
域
が
活

性
化
す
る
と
い
い
。
ま
た
、
世

界
で
通
用
す
る
人
材
を
育
て
る

環
境
を
伊
豆
起
点
で
つ
く
り
た

い
」、「
い
つ
か
形
に
な
る
よ
う

に
言
葉
に
し
て
、
こ
こ
へ
向
け

て
活
動
し
て
い
き
た
い
」
と
熱

く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

葛
な
ま
こ
壁
清
掃
の
様
子

Profile

たなか みちもと さん

臨済宗建長寺派「萬法山帰一寺」住職。

趣味は、囲碁・俳句・漢詩。

「帰一寺」は、1301年創建で、本年11月

16日（水）に開山七百年遠忌を予定。

寺内の裏庭は、伊豆三名園に選ばれている。

アルプホルンファンファーレ

田
中

道
源
さ
ん
（
船
田
）

自
分
な
り
に
地
域
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
興
す検

松
本
市
安
曇
地
区
か
ら

観
光
シ
ー
ズ
ン
到
来

河童橋たもとでの神事

帰
一
寺
第
三
十
一
世
住
職

の
田
中
道
源
さ
ん
は
、
松
崎

に
移
り
住
ん
で
九
年
目
に
な

り
ま
す
。

寺
業
以
外
に
も
、「
松
崎

発
な
ま
こ
壁
と
鏝
絵
を
未
来

へ
つ
な
ご
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

代
表
や
「
お
坊
さ
ん
と
話
を

す
る
友
の
会
」
会
長
も
務
め

て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
目
的
は
、

「
家
族
の
幸
せ
は
、
お
寺
の
幸

せ
で
あ
り
、
そ
れ
は
地
域
の
幸

せ
と
同
じ
で
あ
る
」
と
い
う
意

識
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
て
、

「
地
域
の
繁
栄
の
た
め
に
、
自

分
な
り
に
で
き
る
こ
と
を
探
し
、

住
職
な
り
の
関
わ
り
方
を
心
が

け
て
い
る
」
そ
う
で
す
。

NNo.1No.188
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二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，０８５人（－９人）

男 ３，３６４人（±０人）

女 ３，７２１人（－９人）

世帯数 ３，０２１戸（－６戸）

転 入 ２６人 転 出 ２５人

出 生 ０人 死 亡 １０人

（平成２８年４月３０日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

二
〇
一
六
年
六
月
一
日
発
行

通
刊

第

六

二

五

号

「
大
学
生
の
間
で
広
ま
る
マ
ル
チ
商
法
に
注
意
」

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（（４４月届出分月届出分））

人身事故 ０件 （－２）

物損事故 ８件 （±０）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 ０人 （－２）

平成２８年４月発生分

（ ）内は前年同月比

町 の 交 通 事 故

～
あ
な
た

～
あ
な
た
もも
賢賢
い
消
費
者
に

い
消
費
者
に

～～
◯◯５５３３

－

短

歌－

松松松

崎崎

文文

芸芸

振
り
込
め
詐
欺
の

不
審
電
話
に
注
意
!!

岡

村

芳

子

杉
山
安
紀
子

土

屋

君

子

細

田

光

代

悪
し
き
こ
と
な
ど
く
る
く
る
と
丸
め
こ
み

去
年
の
暦
と
と
も
に
捨
て
よ
う

今
日
ひ
と
ひ
完
全
オ
フ
に
て
携
帯
も
捨
て
お
き

飛
び
乗
る
踊
り
子
号
に

特
産
の
川
の
り
ひ
と
つ
店
先
に
並
ぶ
こ
と
な
く

季
節
過
ぎ
ゆ
く

黒
豆
を
し
わ
ひ
と
つ
な
く
た
き
あ
げ
し

嫁
の
お
せ
ち
に
歓
声
あ
が
る

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

届出人年齢氏 名地 区

太 工 門６３川 口 竹 治指 川

直９３望月勤之助南 区

立 夫９６尾 鷲 千 代南 区

武 男８２馬 場 駒 雄道 部

克 仁７２福 嶋 キ ク江奈４

おくやみ申し上げます（死亡）

下
田
警
察
署
管
内
（
賀
茂
地
区
）
で

振
り
込
め
詐
欺
と
思
わ
れ
る
不
審
電
話

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

～
こ
の
よ
う
な
電
話
は
詐
欺

～
!!

少
し
で
も
不
安
を
感
じ
た
ら
…

す
ぐ
確
認

す
ぐ
通
報

!!

!!

下
田
警
察
署
（
２
７
）
０
１
１
０

【
問
合
せ
】下
田
警
察
署
管
内
防
犯
協
会

（
２
７
）
２
７
６
６

「
簡
単
な
広
告
ビ
ジ
ネ
ス
で
○
先

輩
も
オ
ス
ス
メ
だ
っ
て
」
、「
こ
れ
は

マ
ル
チ
商
法
じ
ゃ
な
い
よ
」
、「
最
初

に
○
万
円
の
負
担
が
必
要
だ
け
ど
、

○
人
紹
介
す
れ
ば
そ
こ
か
ら
は
プ
ラ

ス
だ
か
ら
」
等
と
言
葉
巧
み
に
勧
誘

さ
れ
た
も
の
の
、
結
局
は
勧
誘
さ
れ

て
い
た
通
り
に
は
利
益
は
あ
が
ら
ず
、

か
え
っ
て
、
勧
誘
時
に
は
説
明
の
な

か
っ
た
商
品
購
入
等
の
ノ
ル
マ
を
課

せ
ら
れ
た
・
・
と
い
っ
た
マ
ル
チ
商

法
が
大
学
生
の
間
で
広
ま
る
ケ
ー
ス

が
近
年
も
み
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
親

元
か
ら
離
れ
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い

る
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
で
か
つ
て
の
知

人
友
人
と
接
触
が
容
易
に
な
っ
て
い

る
こ
と
等
か
ら
、
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
や
す
い
環
境
に
な
っ

て
い
る
と
い
え
ま
す
。

マ
ル
チ
商
法
は
自
ら
が
被
害
者
に

な
る
だ
け
で
な
く
知
人
友
人
を
勧
誘

す
る
こ
と
で
自
ら
が
加
害
者
に
な
り

う
る
商
法
で
す
。
特
定
商
取
引
法
と

い
う
法
律
で
は
マ
ル
チ
商
法
に
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
等
の
規
定
に
加
え
、

厳
格
な
規
制
（
禁
止
行
為
、
書
面
交

付
義
務
等
）
を
お
い
て
い
ま
す
。
自

ら
が
あ
る
い
は
親
族
が
こ
う
し
た
商

法
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
場
合
は
早

期
に
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
相
談
を
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。（文と絵）司法書士 山田茂樹

【問合せ】企画観光課

（４２）３９６４

市役所や役場の職員が

電話で還付金の連絡を

することはありません!!

急なお金の要求は詐欺!!

お金は 渡さない!!

送らない!!

振り込まない!!


